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第
３
回
定
例
会  

 

１
０
月
８
日
か
ら
始
ま
っ
た
第
３
回
定
例
会
は
、
各
常
任
委
員
会
で
の
議
案
審
議
を
終

え
、
今
後
、
２
８
日
議
会
運
営
委
員
会
で
の
意
見
書
等
の
採
択
に
向
け
た
審
査
、
３
１
日
、

１
１
月
１
日
の
一
般
質
問
、
議
案
に
対
す
る
討
論
、
採
決
を
行
う
予
定
で
す
。 

 

小
学
校
給
食
調
理
業
務
の
民
間
委
託
の
拡
大
や
め
よ
！ 

 
 

来
年
４
月
か
ら
摂
津
小
学
校
で
も
（
市
内
４
校
目
） 

摂
津
市
が
直
接
担
っ
て
き
た
小
学
校
給
食
調
理
業
務
の
民
間
委
託
は
、
こ
れ

ま
で
鳥
飼
西
小
、
鳥
飼
北
小
、
味
舌
小
で
実
施
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
今
議
会
で

は
、
さ
ら
に
来
年
４
月
か
ら
摂
津
小
学
校
で
も
民
間
業
者
へ
委
託
す
る
こ
と
が

明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。 

市
教
委
は
、
調
理
員
が
退
職
し
て
も
補
充
を
せ
ず
、
人
員
不
足
分
を
民
間
業

者
に
「
お
任
せ
」
す
る
方
針
を
続
け
て
い
ま
す
。
し
か
も
、
こ
こ
最
近
は
、
退

職
に
よ
る
減
員
だ
け
で
な
く
、
調
理
員
が
事
務
職
な
ど
へ
異
動
し
て
減
員
と
な

る
ケ
ー
ス
が
増
え
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
や
り
方
で
は
、
こ
ど
も
た
ち
に
安

全
・
安
心
、
お
い
し
い
給
食
を
提
供
す
る
市
の
責
任
が
ど
ん
ど
ん
後
退
し
ま
す
。 
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多
目
的
施
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両
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暫
定
利
用
を
継
続 

 

旧
三
宅
小
学
校
、
旧
味
舌
小
学
校
の
体
育
館
と
運
動 

場
は
、
今
年
度
、
耐
震
工
事
と
大
規
模
改
修
を
予
定
１
０ 

月
か
ら
来
年
３
月
末
ま
で
使
用
を
停
止
し
ま
し
た
。
し 

か
し
、
大
阪
府
と
の
工
事
協
議
に
お
い
て
、
用
途
区
域 

の
制
限
上
、
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
と
し
て
活
用
で
き
な
い
と
の
指
摘
を
受
け
、

一
旦
、「
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
条
例
」
を
廃
止
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。 

 

今
後
、
両
セ
ン
タ
ー
施
設
を
市
民
が
永
続
的
に
利
用
で
き
る
よ
う
に
、
三
宅

の
体
育
館
は
隣
接
す
る
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
の
遊
戯
室
と
し
て
、
ま
た
、
味

舌
の
体
育
館
は
文
化
行
事
や
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
多
用
途
に
利
用
で
き
る
多
目
的

施
設
と
し
て
、
耐
震
工
事
、
大
規
模
改
修
を
行
っ
て
い
く
予
定
で
す
。
ま
た
、

両
セ
ン
タ
ー
の
運
動
場
は
、
暫
定
活
用
期
限(

今
年
度
末
。
そ
の
後
随
時
更
新)

ま
で
当
面
利
用
可
能
と
な
り
ま
す
。 

ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
減
少
を
指
摘
、
ス
ポ
ー
ツ
振
興
策
の
充
実
、
両
施

設
の
多
用
途
活
用
を
求
め
る
！ 

 

新
し
い
施
設
と
し
て
の
オ
ー
プ
ン
は
、
三
宅
は
来
年
度
後
半
、
味
舌
は

再
来
年
度
と
な
る
見
込
み
で
す
。 

 

日
本
共
産
党
は
、
不
足
し
て
い
る
ス
ポ
ー
ツ
施
設
が
相
次
い
で
廃
止
さ
れ
て

き
た
こ
と
を
指
摘
、
抜
本
的
な
ス
ポ
ー
ツ
振
興
策
と
と
も
に
、
両
ス
ポ
ー
ツ
セ

ン
タ
ー
廃
止
後
、
工
事
開
始
ま
で
の
期
間
も
暫
定
的
に
市
民
が
利
用
で
き
る

よ
う
求
め
、
市
教
委
は
「
検
討
す
る
」
と
答
え
ま
し
た
。 

 

「
さ
く
ら
苑
」
建
物
の
無
償
譲
渡
に
反
対 

無
償
で
も
有
償
で
も
、
市
立
の
老
人
福
祉
・
介
護
施
設
の

完
全
民
営
化
は
大
き
な
損
失
で
す
！ 

 

今
年
３
月
議
会
で
、「
市
立
さ
く
ら
苑
」
の
完
全
民
営
化
を
日
本
共
産
党
以

外
の
賛
成
で
決
定
。
今
議
会
で
は
、
市
有
財
産
で
あ
り
今
年
６
千
万
円
の
予

算
で
修
繕
し
て
い
る
建
物
を
、
受
け
入
れ
団
体
で
あ
る
社
会
福
祉
法
人
成
光

苑
へ
無
償
譲
渡
す
る
議
案
が
提
出
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

市
有
財
産
の
無
償
譲
渡
に
疑
問
の
声
が
上
が
っ
て
い
ま
す
。
同
時
に
有
償

で
譲
渡
し
た
と
し
て
も
、
国
庫
補
助
金
等
の
返
還
金
が
生
じ
ま
す
。
摂
津
市

は
、
今
後
予
想
さ
れ
る
施
設
の
維
持
管
理
費
負
担
が
、
利
用
者
へ
の
し
わ
寄

せ
に
な
ら
な
い
よ
う
に
受
け
入
れ
団
体
の
負
担
軽
減
が
必
要
と
説
明
し
て

い
ま
す
。
し
か
し
、
利
用
者
の
こ
と
を
考
え
る
な
ら
ば
、
完
全
民
営
化
な
ど

せ
ず
、
市
立
施
設
と
し
て
残
す
べ
き
で
す
。 

一般質問要旨(10月31日、11月1日) 

 日本共産党議員団の質問者と質問要旨は次の通り。（議
事の進行状況により、時間は変更になることがあります） 
 

山崎まさかず議員（６番目、31日午後予定） 
1.スポーツセンター条例廃止後の諸制度について 

2.介護保険制度改悪について 

3.生活保護基準を利用の算定基準としている諸制度につ

いて 

4.ゲリラ豪雨対策について 
 

増永わき議員（9番目、31日午後の後半～1日午前予定） 
1.乳幼児等の医療費助成制度の対象年齢を中学校卒業ま

で引き上げることについて 

2.旧市営鯵生野団地跡地の活用と別府公民館建て替えに

ついて 

3.市民税の滞納処分について 
 

ひろ豊議員(11番目、1日午後の前半予定) 
1.物価高騰と消費税増税から市民のくらしを守る自治体

としての役割について 

2.保育所の実態と待機児童解消の取り組みについて 

日
本
共
産
党
提
案
の
意
見
書
案 

１
．
介
護
保
険
の
制
度
改
悪
を
行
わ
な
い
よ
う
求
め
る
意
見
書
（
案
） 

２
．
生
活
保
護
基
準
の
引
き
下
げ
の
撤
回
と
、
制
度
改
悪
を
行
わ
な
い
よ
う

求
め
る
意
見
書(

案
） 

３
．
来
年
４
月
か
ら
の
消
費
税
増
税
の
実
施
中
止
を
求
め
る
意
見
書
（
案
） 

４
．
こ
ど
も
の
医
療
費
助
成
制
度
の
確
立
・
拡
充
を
求
め
る
意
見
書
（
案
） 

５
．
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
か
ら
の
即
時
撤
退
を
求
め
る
意
見
書
（
案
） 

６
．
福
島
第
１
原
発
汚
染
水
問
題
の
抜
本
的
対
策
を
求
め
る
意
見
書
（
案
） 


